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1　　ご卒業おめでとう

　中里中学校の第10回卒業式が3月8日
！
に
行 われました。正面玄関前から1、2年

i生・先生そして保護者の皆さんが拍手や握
を

i手で、80人の卒業生を送り出していました。
』噌困　 賢．世騨　＿

，

灘 麟
この広報紙は、再生

紙を使っています。
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二
月
七
日
か
ら
九
日
沖
縄
県
仲
里
村
の

児
童
・
生
徒
が
当
村
を
訪
れ
交
流
を
一
層

深
め
ま
し
た
。
仲
里
村
一
行
（
児
童
・
生

徒
一
一
十
一
名
・
・
引
率
者
ハ
名
）
は
、
二
月

七
日
の
十
時
二
十
ハ
分
に
湯
沢
駅
に
つ
き
、

村
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
村
内
の
各
小
学
校
・

中
学
校
に
分
か
れ
学
校
で
楽
し
い
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　
田
沢
小
学
校
に
は
仲
里
小
学
校
児
童
六

人
と
比
屋
定
小
学
校
児
童
一
人
が
訪
れ
、

ポ
プ
ラ
児
童
会
会
長
が
「
鳥
追
い
の
歌
や

豆
ま
き
が
あ
る
の
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で

い
っ
て
下
さ
い
。
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
話
し

ま
し
た
。
歓
迎
会
の
中
で
は
仲
里
村
の
児

1
」
の
声
が
響
ぎ
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
貝
野
、
倉
俣
、
高
道
山
、
清
津

峡
小
学
校
で
も
思
考
を
こ
ら
し
た
歓
迎
が

行
な
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
一
方
、
中
里
中
学
校
で
は
、
仲
里
村
六

人
の
生
徒
を
迎
え
入
れ
、
対
面
式
で
は
自

己
紹
介
や
久
米
島
中
学
校
、
仲
里
中
学
校
、

中
里
中
学
校
の
校
歌
交
歓
を
行
な
っ
た
り
、

中
里
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
学
年

歓
迎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
雪

上
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
一
一
月
ハ
日
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
歓
迎

式
を
行
っ
た
後
、
清
津
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
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童
が
仲
里
小
、
比
屋
定
小
学
校
の
行
事
を

O
H
P
を
使
っ
て
中
里
村
の
児
童
に
紹
介

し
た
り
、
沖
縄
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
も
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
鳥
追
い
の
歌
「
♪
あ
の
鳥
ど
っ
か
ら
追

っ
て
き
た
…
…
♪
」
に
あ
わ
せ
て
仲
里
村

の
児
童
は
、
す
げ
ぼ
う
し
に
す
っ
ぽ
ん
を

は
い
て
体
育
館
を
歩
き
ま
わ
り
ま
し
た
。

交
流
会
の
最
後
は
豆
ま
き
、
鬼
に
ふ
ん
し

た
児
童
と
先
生
が
各
ク
ラ
ス
こ
と
に
掛
け

合
い
し
、
豆
を
投
げ
ら
れ
退
散
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。
仲
里
村
の
児
童
も
ス
テ

ー
ジ
の
上
か
ら
豆
を
一
生
懸
命
撒
き
、
体

育
館
の
中
は
児
童
た
ち
の
「
こ
っ
ち
に
も

1
体
験
。
ま
ず
は
、
中
里
村
の
児
童
生
徒
、

ス
キ
ー
指
導
の
先
生
な
ど
か
ら
ス
キ
ー
の

履
き
方
か
ら
教
わ
り
、
続
い
て
歩
い
て
ス

キ
ー
に
な
れ
、
い
ざ
斜
面
へ
…
…

　
初
め
て
体
験
す
る
と
は
い
え
、
斜
面
で

は
け
っ
こ
う
上
手
に
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
月
九
日
は
、
七
日
、
八
日
の
交
流
や

ス
キ
ー
体
験
の
思
い
を
胸
に
七
時
三
十
分
、

雪
国
の
中
里
村
か
ら
南
国
の
沖
縄
へ
と
帰

っ
て
行
き
ま
し
た
。
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国
民
健
康
保
険

異
動
の
手
続
き
は
忘
れ
ず
に
ノ

　
入
学
、
卒
業
、
就
職
と
異
動
の
多
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
新
し
い
環
境
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
保
険
証
の
届
出
で
す
。

　
次
の
表
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
届
出
を
し
て
下
さ
い
。
こ
の
表
の
他
に
も
国
保
に
入
る
と

き
や
国
保
を
や
め
る
と
き
（
転
入
・
転
出
、
職
場
の
健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
、
出
生
・
死
亡

な
ど
、
）
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
◆
お
問
合
せ
は
…
役
場
民
生
課
　
国
民
健
康
保
険
係
（
内
線
1
2
1
）

二
ん
な
ど
き

持
参
寮
る
難
の

遠
隔
地
の
学
校
（
大
学
）
に
入
学
し
た

在
学
証
明
書
か
学
生
証
（
写
し
）
保
険

，
こ
き

証
、
印
鑑

↓
㊥
該
当
の
届
出

※
在
学
証
明
書
が
問
に
あ
わ
な
い
場
合
は
、

㊧
該
当
の
届
出

合
格
通
知
書
な
ど
の
入
学
を
確
認
で
き

る
書
類
を
持
参
し
、
後
日
、
在
学
証
明

書
を
提
出
し
て
ズ
だ
さ
い
。

学
校
を
卒
業
し
、
就
職
し
て
社
会
保
険

社
会
保
険
、
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑

な
ど
に
加
入
し
た
と
き

↓
　
国
民
健
康
保
険
喪
失
の
届
出

㊥
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
が

㊥
保
険
証
、
社
会
保
険
証
か
そ
の
写
し
、

就
職
し
、
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と

印
鑑

き↓
㊥
非
該
当
の
届
出
と
国
民
健
康
保
険

喪
失
の
届
出

㊥
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
が

㊥
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑

卒
業
し
、
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険
に
加

入
の
と
き

↓
㊥
非
該
当
の
届
出

保険証は正しく使いましょう／
　　期限がきれたときは

　有効期限のきれた保険証は使えま

せん。更新の手続きをして下さい。

移クα膨．“

　貸し借りはいけません
　保険証の貸し借りはいけません。

罰せられます。

　　　保管に気をつけて

　いつでも使えるように、かならず

手もとに保管しましょう。

もう一枚保険証が必要なとき

　修学が長期旅行で、家族と離れて

住まなければならない場合、申請す

ればもう1枚保険証を交付されます。
　　『鑛雛灘繭　　　　　　　鰹

　　国保をやめたときは

　国保以外の健康保険に加入したり、

他の市町村に転出した場合は、保険

証をお返しください。

　　　　再交付の場合

　保険証を紛失したり破損したとき

は、再交付されますので、国保の窓

口に申し出てください。そのとき、

本人であることを証明できるものが

必要になります。



『
減
額
認
定
証
』
の
申
請

を
忘
れ
な
い
で
！

　
平
成
六
年
十
月
一
日
よ
り
入
院
中
の

食
事
に
係
る
負
担
を
医
療
機
関
の
窓
口

で
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
入
院
時
の
食
事
負
担
額

　
　
　
　
　
一
日
「
六
〇
〇
円

　
　
　
（
平
成
六
年
十
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
平
成
八
年
九
月
）

但
し
、
次
の
場
合
は
、
入
院
時
の
食
時

負
担
、
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

①
村
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る
方

　
で
減
額
認
定
証
を
受
け
て
い
る
場
合

　
　
　
　
　
一
日
　
四
五
〇
円

②
平
成
六
年
十
月
一
日
以
降
の
入
院
日

　
数
が
九
十
日
を
超
え
て
い
る
場
合

　
　
　
　
　
一
日
　
三
〇
〇
円

③
村
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る
方

　
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

　
る
場
合

　
　
　
　
　
一
日
　
二
〇
〇
円

　
上
記
の
①
②
③
に
該
当
し
、
そ
の
減

額
を
受
け
る
場
合
は
、
役
場
窓
口
で
申

請
を
行
い
「
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を

受
け
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出
す
る

こ
と
に
よ
り
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
申
請
の
手
続
き
に
は
保
険
証
、
印
鑑

を
持
参
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療
・
県
単
医
療
の
一

負
担
金
が
か
わ
り
ま
す
。

〇
四
月
］
日
か
ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
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四
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…
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一
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円
★
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平
成
七
年
一
二
月
三
十
一
日
ま
で
…
…
七
〇
〇
円
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成
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年
四
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一
日
～
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〇
〇
円
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罐
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。
。
円
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★
平
成
八
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

　
す
。

消
費
者
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
一
部
負
担
が
変
わ
り
ま

　
入
院
時
の
食
事
に
つ
い
て
は
、
他
の
療
養
に
か
か
る
医
療
費

と
別
枠
で
、
次
の
よ
う
な
定
額
負
担
が
あ
り
ま
す
。
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住
民
税

非
課
税

世
帯
等

過
去
1
2
か
月
の

入
院
日
数

（
H
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1
0
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1
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の
も
の
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日
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院

　
一
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三
〇
〇
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
老
齢
福
祉
年
金

を
受
け
て
い
る
人

一
日

二
〇
〇
円

※
住
民
税
非
課
税
等
の
方
は
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　
生
課
の
担
当
窓
口
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
民

　　離月羅囲懸ら県禦医療費助載
　　　　　　　（県障・県親・県乳）制痩懸改韮毯職ま誹。

○県単（県障・県親・県乳）制痩により医療費の助威潅愛けている方のうち、加入じてい

る医療保険の保険者から、標準負担額減額認建羅の交付を愛けた方が入院じた場猷入

院中の食事に係る費用を助成じまず。

○考人保健医療受給者羅県障又は県親の対象になる方についでも、標準負担額減額認定証

、粟は入院時繋部負担金減額認定証の交付を受け楚いる場合は．入院中の食事に係る費網

罐助成しまず、

「
詳 しくは民生課窓國（豊63－31N内線121）ま羅お闘い合わせください。
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灘

蟷

槻

灘

　

難業繊．

繊

　
七
十
六
名
が
参
加
し
た
村
民
ス
キ

ー
大
会
が
二
月
十
九
日
㈲
、
清
津
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
天
候
は
、
青
空
が
顔
を
の
ぞ

か
せ
る
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と

な
り
、
参
加
者
は
本
番
の
前
に
旗
門

を
確
認
し
な
が
ら
練
習
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
本
番
で
は
、
二
回
の
合
計

タ
イ
ム
で
順
位
が
争
わ
れ
、
各
選
手

と
も
ポ
ー
ル
を
素
早
く
と
お
り
抜
け
、

好
タ
イ
ム
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
中
に
は
滑
走
の
途
中
、
ス
キ
ー
板

が
一
本
外
れ
て
も
、
も
う
一
本
の
ス

キ
ー
で
ゴ
ー
ル
す
る
と
い
う
選
手
も

い
ま
し
た
。
ま
た
、
惜
し
く
も
旗
門

不
通
過
で
成
績
を
だ
せ
な
か
っ
た
選

手
も
い
ま
し
た
が
、
来
年
の
大
会
で

は
今
年
の
分
ま
で
が
ん
ば
っ
て
す
ば

ら
し
い
成
績
を
残
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　　＝：

礁那学榛羅華・蝋華i 炎羅嚢

　　　9
繊螂難穂難礁 灘羅鐵．

1位　齋喜英哲

2位　鈴木健一

3位　岡村勇二

2分43秒81

2分58秒81

3分02秒35

1位　関　　幸恵

2位　小柳由布子

3位　上原佳織

2分47秒25

3分08秒19

3分10秒05

礁醜難榛騨鞍蝿鎌 鍵灘繊 』鎌撚嚢穣5籍　縄驚 繋羅鐵

1位　桑原祐大
2位　山本　　潔

3位　大島宏之

2分15秘24

2分17秒88

2分18秒77

1位　村山千春

2位　村山美幸1

3位　上原律子

2分17秒32

2分20秒22

2分34秒84

幾顯嚢錐 鍵織繊 騨騰錐 鐵灘滋

1位　井ノ川雅史

2位　梅嵜陽介．

3位　村山達章

1分57秒11

2分62秒45

　　　』
2分03秒78

1位　滝沢さやか

2位　吉楽春美
3位

2分27秒49

2分38秒80

繋灘嬢麟繍購蹴鍵灘繊・、 畿欝醸籔鶴蟻麟鍵嚢韓隷舞繋灘P『

1位　吉楽雄治

2位　山本勝利

3位　高橋昭紀

1分43秒80

1分48秒49

1分53秒18

1位　山田良子

2位　村山文子
3位　山本沙百梨

3分03秒09

1
慧
毒
灘
灘
難 嚢麺灘灘繋灘織・1

1位　岡村憲次
’2位　樋口正和

3位　太島正八

1分55秒37

1分55秒47

1分56秒05

※タイムは、滑走2回の合計タイムです。

村
民
ス
キ
ー
大
会
行
わ
れ
る
〃

誘
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、

鰍
業　’バ

郡
市
内
で
初
め
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
取
り
付
け
た
消
防
自
動
車
更
新

　
中
里
村
消
防
団
本
部
の
消
防
自
動

車
が
更
新
さ
れ
、
入
魂
式
が
二
月
十

六
日
、
中
里
村
消
防
詰
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
更
新
さ
れ
た
自
動
車
は
車

両
が
日
産
サ
フ
ァ
リ
の
五
人
乗
り
で

ポ
ン
プ
部
は
主
ポ
ン
プ
が
三
段
タ
ー

ビ
ン
ポ
ン
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
後
部
の
格
納
B
O
X
の
と

こ
ろ
に
シ
ヤ
ッ
タ
ー
が
取
り
付
け
ら

れ
、
格
納
す
る
器
材
に
ほ
こ
り
が
か

ぶ
ら
な
い
よ
う
に
と
、
ま
た
、
洗
車

の
と
き
で
も
容
易
に
で
き
る
よ
う
配

慮
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
郡
市
内
消
防
団
の
消
防
自
動

車
で
は
、
は
じ
め
て
取
り
入
れ
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　
消
防
自
動
車
が
更
新
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
消
防
自
動
車
を
出
動
さ
せ

な
い
た
め
に
も
家
族
ぐ
る
み
、
地
域

ぐ
る
み
で
火
の
取
り
扱
い
に
は
、
じ

ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

中
里
村
体
育
協
会
会
員
募
集
〃

勿
中
里
村
テ
ニ
ス
協
会

　
毎
週
火
・
土
曜
日
の
二
回
夜
村
民
体

育
館
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
村
民

な
ど
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
現

在
村
以
外
の
方
々
も
数
名
参
加
し
て
お

り
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
貴
方
も
い
か
が

で
す
か
。

●
役
員
及
び
連
絡
先

会
　
長
　
山
本
健
吉
　
6
3
－
2
8
6
1

副
会
長
　
高
木
成
子

理
事
樋
口
賢
治
6
3
1
3
4
5
3

事
務
局
　
阿
部
　
等
　
6
3
1
3
8
9
0

公
認
指
導
員
山
本
健
吉
、
阿
部
等

勿
中
里
剣
友
会

剣
道
を
通
し
て
、
心
身
の
鍛
練
と
若

者
と
の
連
帯
感
を
保
つ
こ
と
を
目
的
に

週
二
回
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
村

内
唯
一
の
伝
統
と
実
績
の
あ
る
部
で
青

年
大
会
に
毎
年
出
場
、
指
導
者
も
有
段

者
多
数
お
り
ま
す
。
男
女
問
わ
ず
是
非

剣
道
部
へ
特
に
、
本
年
は
郡
市
剣
道
大

会
が
十
一
月
に
当
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
指
導
者
ス
タ
ッ
フ
及
び
連
絡
先

藤
田
　
博
（
五
段
）

服
部
猛
司
（
五
段
）

太
島
勝
利
（
四
段
）

滝
沢
秀
雄
（
四
段
）

樋
口
秀
夫
（
三
段
）

　
　
　
　
太
島
勝
利

〃
籠
球
部

関
敏
栄
（
三
段
）

清
水
芳
秀
（
三
段
）

樋
口
　
徹
（
三
段
）

佐
藤
文
夫
（
三
段
）

3
6
1
2
1
2
9

　
夏
季
十
日
町
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
、
村

民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
（
年

間
六
回
）
に
参
加
。
練
習
は
、
毎
週
水
・

金
曜
日
の
夜
に
3
0
n
3
、
五
対
五
な

ど
の
ゲ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
経
験
の
あ

る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
興
味
の
あ
る

人
は
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。
女
子
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
チ
ー
ム
を
作
り
た
い
そ

う
で
す
。

　
女
子
の
参
加
者
大
歓
迎
。

●
メ
ン
バ
ー
紹
介

会理コ監
　　1員事チ督

井
ノ
川
　
孝

清
水
雅
秀

吉
楽
幸
一
郎
6
3
1
4
3
9
6

村
山
大
成

城
田
佳
生

樋
口
正
和

山
本
和
則

渡
辺
崇
一

山
本
勝
利

樋
口
久
和

杉
谷
清
之

西
　
正
文

広
田
健
一

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

松
沢
理
枝
子

広
田
成
子

小
田
聡
美

松
沢
鮎
美

高
橋
直
子

保
坂
秀
子

佐
藤
信
子

勿
中
里
卓
球
ク
ラ
ブ

　
平
均
年
齢
が
四
十
五
歳
と
少
し
高
め

の
ク
ラ
ブ
は
部
員
数
二
〇
名
、
主
に
新

卓
球
の
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
を
週
二
回
、
皆

一
生
懸
命
練
習
し
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ル
が
硬
球
よ
り
大
き
く
弾
み
が
少

な
い
の
で
誰
に
で
も
出
来
ま
す
。
是
非

一
度
見
に
来
て
下
さ
い
。

　
貴
方
も
き
っ
と
夢
中
に
な
り
ま
す
よ
。

●
役
員
及
ぴ
連
絡
先

代
表
者
　
広
田
　
進
　
6
3
i
2
0
2
4

　
ノ
　
　
ヘ

事
務
局
柳
竜
夫
6
3
1
3
4
3
4

理
　
事
　
村
山
婦
佐
江
6
3
1
2
9
8
8

勿
中
里
村
排
球
部

　
バ
レ
ー
が
好
き
な
人
、
や
っ
て
み
た

い
人
、
一
緒
に
気
持
ち
い
い
汗
を
か
き

ま
せ
ん
か
。

●
チ
ー
ム
紹
介

　
ペ
ガ
サ
ス

　
M
K
D

　
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ

　
ラ
イ
ダ
ー
ス

　
K
2

ド
リ
ー
ム
中
里

貝
野
婦
人
バ
レ
ー

●
連
絡
先

羽
鳥
徹
治

羽
鳥
茂
宣

渡
辺
宗
一

．
城
田
佳
生

大
口
修
一

服
部
安
英

中
島
　
睦

体
協
バ
レ
ー
部
事
務
局

教
育
委
員
会
内
　
斎
喜
正
司

8
六
三
－
四
四
七
八
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交
通
安
全
に
貢
献
し
、
表
彰
さ
れ
る

　
団
体
高
道
山
小
学
校

　
個
人
　
田
中
　
村
山
文
夫
さ
ん

　
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
貢
献
し

た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
平
成
6

年
度
警
察
署
長
・
交
通
安
全
協
会
長

連
名
表
彰
式
が
今
月
一
日
、
十
日
町

交
通
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
個
人
十
一

人
と
三
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
村
内
か
ら
は
、
個
人
の
部
で
田
中

の
村
山
文
夫
さ
ん
が
、
ま
た
、
団
体

の
部
で
は
、
昨
年
の
七
月
と
九
月
の

二
回
に
わ
た
り
、
学
校
近
く
の
国
道

三
五
三
号
線
で
道
行
く
車
に
交
通
安

全
⑳
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
手
渡
し
、

交
通
安
全
を
訴
え
た
高
道
山
小
学
校

が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
あ
と
の
祝
辞
で
、
本
間
儀

美
十
日
町
警
察
署
長
は
「
安
全
協
会

役
員
と
し
て
、
ま
た
、
個
人
、
団
体

と
し
て
交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
結
果
が
、
事
故
の
減

少
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝

し
ま
す
。
免
許
人
口
が
増
え
、
道
路

整
備
も
進
ん
だ
結
果
、
都
会
も
地
方

も
い
っ
し
ょ
の
時
代
と
な
り
、
交
通

事
故
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
交
通
事
故
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
た
い
」
と
延
べ
ま
し
た
。

一

隔
の

。
●〇一

〇

・
爾一

鞠

一“
・

£■

の
ロ

・
一
、

●

一
…
≡
≡
≡
一
≡
一
≡
一
＝
≡
≡
≡
≡
＝
一
≡
≡
…
≡
一
一
一
一
≡
≡
≡
…
≡
＝
｝
一
≡
≡
≡
…
…
＝
一
一
≡
≡
＝
一
≡
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
一
＝
一
≡
≡
≡
≡
＝
≡
一
一
…
二
≡
≡
一
≡
二
一
一
≡
≡
一
一
≡
…
一
一
一
一
≡
≡
≡
一
…
…
一
一
一
一
一
一
一
…
一
一
一
…
一
一
一
≡
≡
…
…
一
一
一
＝
一
一
≡
一
…
一
≡
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
≡
…
一
一
≡
一
一
一
一
…
…
一
…
一
一
一
一
一
≡
…
＝
≡
≡
一
一
一
≡
一
一
一
一
≡
≡
一
…
一
一
一
＝
一
≡
一
…
一
…
一
≡
≡
…
…
≡
≡
一
＝
＝
一
≡
≡
≡
≡
一
一
一
一
一
≡
一
≡
…
≡
＝
［
＝
一
≡
＝
…
一
一
≡
一
…
≡
＝
≡
二
≡
一
…
≡
≡
一
≡
＝
一
一
一
…
一
一
≡
…
≡
｝

週
法
鑓
灘
働
欝
間

　
　
が
変
藁
懸
鞭
響
す

、
法
定
労
働
時
間
は
、
平
成
六
年
四

月
一
日
よ
り
原
則
四
十
時
間
制
が
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
　
一
定
規
模
、

業
種
の
事
業
場
に
つ
い
て
は
最
大
限

平
成
九
年
三
月
ま
で
の
猶
予
措
置
等

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
度
、
次
の
事
業
場
に
係
る
週

法
労
働
時
間
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

一
、
製
造
業
、
鉱
業
、
建
設
業
、
運

輸
交
通
業
、
貨
物
取
扱
業
及
び
清
掃

と
畜
業
の
事
業
の
う
ち
、
常
時
九
人

以
下
の
労
働
者
を
使
用
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
以

降
、
そ
れ
ま
で
の
週
四
十
六
時
間
か

ら
四
十
四
時
間
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

二
、
商
業
及
び
接
客
娯
楽
業
の
う
ち
、

常
時
五
人
未
満
の
労
働
者
を
使
用
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
四

月
一
日
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
四
十
八

時
間
か
ら
四
十
六
時
間
に
短
縮
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
雛
登
業
翻
設
鯖
近
代

化
セ
バ
搬
響
灘
灘
雛

　
新
潟
県
と
㈲
新
潟
県
中
小
企
業
振

興
公
社
で
は
、
「
設
備
貸
与
制
度
」
お

よ
び
「
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
制
度
」

に
よ
り
、
中
小
企
業
者
等
の
設
備
の

近
代
化
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
設
備
貸
与
制
度

　
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
が
導
入
を
希

望
す
る
設
備
を
公
社
が
か
わ
っ
て
購

入
し
、
長
期
か
つ
低
利
に
よ
り
割
賦

販
売
ま
た
は
リ
ー
ス
す
る
も
の
で
す
。

割賦販売方式 慰一ス叢i式

利網限度額 100～6，000万円 100～6，000万円

貸讐期闘 4年半～7年 3年～7年

割賦損料
（利慧報墨）

年利3．75～4．25％

　　　　（現行）

月額リース料率

　1．461～3．06496

　　　　（現行）

二
、
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
制
度

　
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
が
設
備
を
導

入
す
る
際
、
そ
の
購
入
代
金
の
五
十

％
以
内
を
県
が
無
利
子
で
融
資
す
る

制
度
で
す
。

　
利
用
限
度
額

　
　
一
〇
〇
万
円
～
四
〇
〇
〇
万
円

　
償
還
期
間

　
　
一
年
据
え
置
き
四
年

　
但
し
、
公
害
防
止
設
備
等
は
最
高

十
二
年
ま
で
。

第
灘
園
鐵
欝
鍛
丘
ウ

オ
ー
響
黛
嚢
蒲
轡
ま

せ
ん
か

　
中
部
日
本
山
岳
地
帯
か
ら
発
す
る

幾
多
の
清
流
を
集
め
た
千
曲
川
は
県

境
を
越
え
て
信
濃
川
へ
と
成
長
し
、

そ
の
流
れ
と
渓
谷
の
美
し
い
妻
有
郷

か
ら
小
千
谷
に
か
け
て
我
国
有
数
の

河
岸
段
丘
を
形
成
し
ま
し
た
。

　
残
雪
の
山
な
み
・
ブ
ナ
の
新
緑
を

見
な
が
ら
、
ま
た
、
小
鳥
の
さ
え
ず

り
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
の
河
岸
段
丘

を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
期
　
目

　
4
月
2
9
日
m
田
（
み
ど
り
の
日
）

◆
コ
ー
ス

・
A
コ
ー
ス
（
52
㎞
）

　
　
津
南
町
役
場
前
出
発

・
B
コ
ー
ス
（
4
2
㎞
）

　
　
田
沢
小
グ
ラ
ン
ド
出
発

・
C
コ
ー
ス
（
2
5
㎞
）

　
　
川
西
町
総
合
体
育
館
前
出
発

・
フ
ア
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
1
2
㎞
）

　
　
小
千
谷
市
民
体
育
館
前
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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＼
※
ゴ
ー
ル
は
全
コ
ー
ス
小
千
谷
サ
ン

プ
一
フ
ザ
で
す
．

◆
参
加
料

．
A
B
C
コ
ー
ス

大
　
　
・
人
　
　
　
一
、
五
〇
〇
円

小
中
学
生
　
　
　
『
、
○
○
○
円

未
就
学
児
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

大
人
　
一
、
○
○
○
円

中
学
生
以
下
　
　
　
　
五
〇
〇
円

※
当
日
参
加
の
場
合
は
、
各
コ
ー
ス

五
〇
〇
円
増
し
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
万
法

参
加
申
込
書
に
参
加
料
を
添
え
て

中
里
村
教
育
委
員
会
社
会
体
育
係
に

お
申
込
下
さ
い
。

（
参
加
申
込
書
は
教
育
委
員
会
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
）

◆
申
込
期
間

3
月
1
0
日
か
ら
4
月
1
5
日
ま
で

東
鵡
鷲
欝
雛
欝
休
み

子
供
儲
搬
纏
灘
響
教
室

◆
目
時
　
、
｝
回
目
　
3
月
2
9
日
㈱

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
1
時

　
　
二
回
目
　
3
月
3
0
日
㈲

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
1
時

◆
会
場
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

◆
内
容

・
野
菜
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
パ
エ
リ
ア

・
菜
の
花
の
お
ひ
た
し
ミ
モ
ザ
風

・
マ
ー
ブ
ル
チ
ョ
コ
ク
ッ
キ
ー

◆
対
象
　
三
年
生
以
下
の
小
学
生
及

　
　
び
中
学
生

◆
参
加
費
　
五
〇
〇
円

◆
定
　
員
　
十
五
名
（
先
着
順
）

◆
申
込
先
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業

　
　
　
所
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
費
5
2
1
3
1
0
7

定文化財の天后宮

発⑭
　琉球（沖縄）は、1372年から500年余りの間、新しい国王が

就任する時は、中国皇帝から琉球国王として認めtもらう冊

封という儀式があり、中国皇帝の名代として冊封使が派遣さ

れました。冊封使一行は総員500人が2隻の船に分乗し、エン

ジンのない帆船で渡航してきた。

　1756年尚穆王の冊封のためにやってきた冊封使一行の乗船

が仲里村の真謝泊沖合で停泊して那覇への順風を侍っている

とき、暴風に遭って彼らの船は座礁してこわれてしまいまし

．た。島の住民は、荒れ狂う風波の中．冊風船に乗り移って中

国人を一人残らず救出しました。その後首里に行って無事冊

封の儀式を済ませた冊封使らは、助けられたお礼に船の出入

りの多い真謝泊近くに天紀二天后（航海安全と農業の神）を

祀ることにし、天后宮が建造されました。

社
講
教
竃
麓
設
及
び

学
校
撚
竃
灘
設
覆
用

者
登
録
嚥
講

次
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
、
使

用
料
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

施
設
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

希
望
団
体
は
、
登
録
申
請
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
施
設
名

・
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

・
中
里
村
民
体
育
館

・
貝
野
体
育
館

　
・
中
里
村
民
グ
一
フ
ウ
ン
ド

　
・
倉
俣
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
．
田
沢
、
高
道
山
、
清
津
峡
、
倉

　
俣
小
学
校
体
育
館
、
中
里
中
学

　
校
体
育
館

　
・
田
沢
、
高
道
山
小
学
校
グ
ラ
ウ

　
ン
ド

☆
申
請
書
提
出
先

　
教
育
委
員
会
内
　
社
会
教
育
課

　
（
申
請
書
は
社
会
教
育
課
に
あ

　
り
ま
す
．
）

☆
提
出
目
　
　
3
月
2
7
日
㈲

。
）

平成7年3月10臼広報なかきと



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

鋤
霧

⑱　
俣

歳
倉

　
朝

ん
動

太
妖

圭
終

原
祐

笠
篤

　お田さんといつもいっしょの圭

太くんは、好き嫌いなく何でも食

べています。特にイチゴとバナナ

が大好きな元気な子です。

　テレビマンがの「クレヨンしん

ちゃん」が何よりも好きでテレビ

の前で￥じっとして見ているとの

こと。そして、お兄ちゃんが保育

所から帰って来ると二人でおもち

ゃの車を手で押して仲よく遊んで

います。

　　　　轟〆
勘轡’溝鍵←

「
ゆ
露
遷
礒
馨
靴
さ
あ

と
』
が
縫
撚
漁
鎌
苛

　
中
里
コ
ン
サ
ー
ト
協
会
主
催
に
よ

る
中
里
村
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
基

金
活
用
事
業
「
ゆ
き
ど
け
こ
ん
さ
あ

と
」
“
赤
塚
達
一
ニ
　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

リ
サ
イ
タ
ル
闘
が
次
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
す
。
お
誘
い
合
せ
の
上
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
．

◆
目
時
3
月
2
6
日
側

　
　
　
　
　
　
午
後
6
時
30
分
開
場

　
　
　
　
　
　
午
後
7
時
　
　
開
演

◆
会
　
場
　
ユ
ー
モ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ト
ル

◆
演
奏
曲

　
　
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
「
亜
麻
色
の
髪

　
の
乙
女
」
ほ
か

◆
前
売
券

　
大
人
　
一
、
○
○
○
円

　
小
中
高
生
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円

◆
前
売
券
の
お
求
め
先

　
・
中
里
村
公
民
館
、
波
輝
、
ミ
ヤ

　
　
コ
ヤ
書
店
、
だ
る
ま
や
文
具
、

　
　
㈲
み
ら
い
印
刷

◆
お
問
合
せ
先

　
　
中
里
コ
ン
サ
ー
ト
協
会

　
　
智
6
3
1
2
7
8
8
（
波
輝
）

ス
ト
纏
鋤
継
バ
ス
ケ
リ
ト

ボ
D
慮
虞
蕎
懸
田
酬
3
）

参
加
チ
》
織
募
渠

　
ソ
フ
ィ
ア
主
催
に
よ
る
ス
ト
リ
ー

ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
次
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
下
さ
い
。

◆
目
時
3
月
2
6
日
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
～

◆
会
　
場
　
中
里
中
学
校
体
育
館

◆
参
加
費
　
　
一
人
五
〇
〇
円

　
　
（
一
チ
ー
ム
　
三
人
～
四
人
）

◆
参
加
チ
ー
ム
　
2
0
チ
ー
ム
程
度

◆
申
込
期
目
　
3
月
2
0
日
㈲
ま
で

◆
そ
の
他
　
参
加
賞
の
ほ
か
、
入
賞

　燕庫県議部蜷震災害
　義援金の鞭闘報告

　平戒罷年蓬潟孫臼兼朋礒発生移髭兵

庫県繭部地震災害磁対鞍、索墨村謙は、

麟本赤筆字裡．共隅募金会の盤催驚漢

婆義援金の受付磯懇始瀬豪慧癒、期闘

ぽ菱月2膿が疹＄灘月關懸灘る鑓．蓬

の羅び、奎集落跡疹義援金溺集叢襲叢

襲躍の懸漁塁村螺対応選羅災害義援壷

の購間報告纏羅　隷薪。

　　　　　　　　艶

1．名　稔　奨庫県繭翻趨震災警義援叢

建．翻聞平成覆隼塗月齢籏熱鑛

　　　　　　　　　盤潟警8籔謙難の饗

3．義援金　金蓬，慧総，董騒縫

　　　　　嚢欝聾鰯　羅灘躍謹il

　肉　訳

　　驚盤課鐘鍵窓難、鍵鱗鑓獺

　．慧舗聯議嚢難纈　、礁㈱鶏
　『募塗．『箱・発　　　騰，鍵鰯

　　集落灘・繋羅蕊，鍵篠澱

　
　
　
　
チ
ー
ム
に
は
豪
華
賞
品
を

　
　
　
　
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
先

　
教
育
委
員
会
内

　
（
ソ
フ
ィ
ア
事
務
局
　
齋
喜
ま
で
）

智
6
3
1
4
4
7
8

村
民
爆
鳶
館
．
礁
サ
う
ウ

し
ド
及
耕
難
校
体
育
施

設
開
放
利
用
国
菌
申
込

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
、
体

育
館
等
の
開
放
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
体
育
館
等
の
使
用
を
希
望
す
る
団

体
は
、
利
用
申
込
を
し
て
下
さ
い
。

☆
申
込
書
提
出
先

　
教
育
委
員
会
内
社
会
教
育
課
（
申

込
書
は
社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。
）

☆
提
出
目
　
　
3
月
27
日
㈲

ス
ポ
櫛
遡
蟹
年

　
　
　
　
　
　
　
団
員
募
集

　
平
成
七
年
度
の
団
員
の
募
集
を
し

ま
す
。
現
在
、
村
内
に
は
次
の
七
つ

の
単
位
少
年
団
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
各
小
中

学
校
に
募
集
要
項
を
配
布
し
ま
す
。

☆
募
集
単
位
団
名

　
・
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
・
倉
俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
・
貝
野
ジ
ュ
ニ
ア
イ
ー
グ
ル
ス

　
・
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

　
・
高
道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　
・
田
沢
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
・
田
沢
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

☆
教
育
委
員
会
内
社
会
教
育
課
・

N
工
駈
翻
嚇
断

　
　
　
　
　
　
　
お
願
い

　
一
二
月
か
ら
四
月
は
電
話
工
事
が
大

変
混
み
合
い
ま
す
。

　
お
引
っ
越
し
が
き
ま
っ
た
ら
早
め

に
、
局
番
な
し
の
「
一
一
六
番
」
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
転
出
の
と
き

　
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
大
変
混
み
合

い
、
手
続
き
が
遅
く
な
り
ま
す
と
希

望
日
に
取
外
し
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は
遅
く

と
も
一
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
下
さ

い
。
申
し
込
み
時
に
は
、
電
話
番
号
・

氏
名
・
現
住
所
・
移
転
先
住
所
・
連

絡
先
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。

　
料
金
の
精
算
は
、
請
求
書
に
よ
り

後
日
改
め
て
請
求
さ
れ
ま
す
。

◆
転
入
の
と
き

　
移
転
の
手
続
き
を
し
て
か
ら
二
か

ら
三
日
後
、
N
T
T
か
ら
移
転
の
状

況
、
工
事
日
な
ど
の
確
認
の
電
話
が

あ
り
ま
す
。
も
し
連
絡
が
な
い
場
合

移
転
先
の
N
T
T
へ
お
問
合
せ
を
。

　
工
事
料
金
は
一
般
的
に
二
千
円
か

ら
一
万
円
程
度
で
す
。

　
電
話
料
金
の
口
座
振
替
は
、
改
め

て
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
お
忘
れ
な
く
。

◆
お
問
合
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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＼　
N
T
T
六
日
町
支
店

　
　
　
　
　
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
担
当

　
　
盈
局
番
な
し
　
一
一
六
番

四
月
熱
締
謎
鍵
φ
出

し
方
が
糞
艦
紛
誉
す

　
新
ゴ
ミ
処
理
場
が
稼
働
し
て
か
ら

3
ヶ
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
ゴ
ミ
の
だ
し
方
、
搬

入
料
金
等
の
県
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
大
き
く
変
わ
る
点
は
次
の
と
お
り

で
す
が
配
布
さ
れ
ま
す
「
平
成
七
年

度
版
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
よ
く
見

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ゴ
ミ
の
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
空
き
ビ
ン
の
日
に
ビ
ン
・
ガ
一
フ
ス

　
類
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
バ
ッ
テ
リ
ー
を
年
一
回
収
集
し
ま

　
す
。
（
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）

　
な
お
、
処
理
場
に
直
接
持
ち
込
ん

　
で
も
回
収
し
ま
せ
ん
。

◆
直
接
搬
入
ゴ
ミ
の
時
間
が
一
部
変

　
更
に
な
り
ま
す
。

　
平
　
日
…
午
前
9
時
～
1
2
時

　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時
3
0
分

　
土
曜
日
…
午
前
1
時
～
11
時

◆
第
二
・
第
四
地
曜
日
は
収
集
業
務
、

　
搬
入
業
務
と
も
休
み
に
な
り
ま
す
。

◆
直
接
搬
入
ゴ
ミ
の
料
金
が
変
わ
り

　
ま
す
。

　
　
一
〇
〇
㎏
つ
き
三
〇
〇
円

（
一
〇
〇
㎏
に
満
た
な
い
場
合
も
三

　
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。
）

※
ゴ
．
ミ
の
出
し
方
等
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
津
南
地
域

衛
生
施
設
組
合
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
a

6
5
1
3
4
9
5
）
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

》

認定農業者制度　応援します意欲ある経営者を！

　平成5年8周の法律改正に伴い、中里村では将来の農業経営の発展の目標を明

らかにし、効率的で安定的な農業経営を育成ずるための指針となる基本構想をっ

くりました。今後5年以内に経営規模の拡大を目指す農業者で、墓本構想にもり

こまれた要件を実現ずる意欲があると認められた人は「経営改善認定農家」とし

羅登録され、有利な融資を受けることがでぎまず。詳しくは、役場農林課にお問

い禽慧下さい。

　叉．村驚は農林課内に「経営改善支援センター」を設置し経営規模拡大、経営

改善を計爾じ羅いる農家の相談窓口としていまずので、お気軽にこ相談下ざい◎

雛／大・聖恵季二男｝重地

響｛鈴木美隆幸長女｝重地

雛〔服部羅二男〕如来寺

〔小柳共勤子長男〕如来寺縄
大

ま

搬〔吉樂馨長男〕堀之内

紬〔大島舞矧倉俣

麟
嶽
灘
晶

　
　
　
　
通
朝

｛樋口郁夫
冨樫里美

通り山

通り山

宮　中

（82）

（68）

（87）

ワ
　
サ
　
チ

ト
　
　
ヒ
　
　
、
、
＼

小巻沢

樋口

吉楽
※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

『
郵
便
投
票
証
明
喜
』
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
規
に
受
け
よ
う
と
す
る
方
へ

　
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
有
効
期
間
は
、
交
付
の
日
か
ら
4
ヶ
年

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
有
効
期
間
の

確
認
を
し
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
れ
ば
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
規
に
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
も
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
選
挙
の
間
近
に
な
っ
て
の
申
請
は
、
混
乱
を
生
ず
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
ぎ
る
者
は
§

1
、
身
体
障
害
者
手
緩
に
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
害
の

程
度
鑓
心
級
若
し
く
は
二
級
。
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
羅
、
ぼ

　
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
に
あ
っ
て
は
、
一
級
蓑
し
く
は

　
三
級
と
記
載
さ
れ
て
あ
る
者
又
は
、
両
下
肢
等
の
障
霧
溺
こ
轟

　
ら
の
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
旨
の
知
事
溺
書
面
に
よ
η
証
閥

　
し
だ
者
。

2
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
爾
下
肢
、
体
幹
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項

傷
が
齢
第
二
項
傷
。
内
臓
機
能
の
障
害
に
あ
っ
《
は
、
特
別
項

傷
か
ら
第
慧
預
傷
と
記
載
さ
れ
て
あ
る
者
叉
は
、
爾
下
肢
等
の

　
障
篶
溺
こ
腕
ら
の
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
旨
の
鰭
事
嬢
書
面

　
に
よ
ゆ
証
明
し
箆
者
。

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
手
続
き
は
…

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
お
う
と
す
る
人
は
、
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
お
問
合
せ

は
、
役
場
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

平成7年3目10日広報なかさと11



佐藤明美さん
集落芋沢

青春してます
　3月10日～3月26日

カレンタ“一
昭和50年12月17日生まれ　19歳

10働

妊娠健診・母親学級　合上村病院産婦人科

013：00～13：30受付

心配ごと相談（藤田義一）合デイサービス
センター　（D13：30～16：00

11ω
ヴィリゾート中里雪原カーニバル

合清津スキー場

12⑲
ヴィリゾート中里雪原カーニバル

合清津スキー場

13（月）

14㈹

15㈱

16休）

17働
心配ごと相談（山田虎一）　倉デイサービス

センター　（D13：30～16：00

18（土）

19（彩・il〉

20（月）

21㈹ 春分の日

22ωO

23休） 曳

24働

心配ごと相談（村山篤稔）合デイサービス

センター　013：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター

㊦13：30～16：00

25（土）

襲lll“

ストリートバスケットボール大会　中里中

体育館09：00～
ゆきどけこんさあと　合ユーモール
∈）19：00～

※変更蝶巻場奮輝あ鰻ま講。御溺撰》際ほ磯翻馨

　　　　　　　おi縁港難、懸ま叢。

星座射手座
血液型A型
身長155cm

明美さんは、この3月に学校を

卒業し、4月より新社会人として
就職します。

昨年～自動車免許を取ったので　，灘、

今は、車に乗ってあちこちに行く

のが一番楽しいとのことです。

新社会人となる抱負は、「わから

ないことがたくさんあると思いま

すが、できるだけ早く仕事になれ、

とにかくがんばってみたいと思っ

ています。」話してくれました。

㊧㊥山・医院響箭需1

㊧津南病院種5南綿

㊧長山医院穰6南智

⑳中条病院騨齢1

㊧富田医院禅冨讐1

㊧池田医院響箭零1

揃臓識繕繊

　
　
ク
　
　
　
　
の
ロ

　
　
4
　
　
が

　
　
“

　
　
　
　
　
　
犀

》

‘

　
三
月
に
入
り
、
よ
く
や
く
陽
気

も
春
ら
し
く
な
っ
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
が
、
今
年
は
大
雪
と

な
っ
た
せ
い
か
周
辺
は
、
ま
だ
白

一
色
で
春
の
来
る
の
は
、
も
う
少

し
先
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
？

　
三
月
十
一
、
十
二
日
に
第
七
回

を
迎
え
る
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
昨
年
よ
り
五
千

本
多
い
二
万
五
千
本
の
ス
ノ
ー
キ

ャ
ン
ド
ル
の
光
り
が
幻
想
的
な
世

界
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
こ
の
す

ば
ら
し
い
世
界
を
見
に
行
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
雪
上
花
火
の
光
り

が
雪
原
に
広
が
る
と
、
な
お
、
一

層
の
感
激
を
与
え
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

スギ ユリ

　　竈鷲　　　　　2月末現在
・轡　　　…難、　　　　（）は前月比

塞

　
　
　
　
　
哲
い
》
㎜

舞
繁
芸

終
わ
．
t
マ
ぐ
も
誇
苫
ヒ

な
ぷ
脅
ひ
か
姦
¢
ん
隔

な
れ
な
い
の
よ

鷲
禰

D

そ
れ
で
も

い
い
の
？

　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1．健康で働き明るい村をつくります。

1．愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

岡
ε
．

レ
L
！
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あ
ま
ま
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し
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醒
父
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ん
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故
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事
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人ロ男3，355人（＋2）女3，372人（＋3）計6，727人（＋5）ぎ世帯数1，639（±0）

2件

0人

2人

838日
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